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く分画調製し，得られた各画分がin vivo および、 in vitro の実験系で示す生物学的活性を幅広く検討す
ることを試みた。
若年性歯周炎患者の歯周ポケット最深部から嫌気的条件下に分離された CαpnocytophαgαS-3株を
供試菌とし， 370C で 4 日間， 10%C0 2 加空気中で大量培養を行い全菌体を得た。全菌体を Braun Cell 
Homogenizer を用いてガラスビーズと共に振、盈して破砕し， 10万 gの遠心沈査として細胞エンベロー
プ (CE) 画分を分離した。一方，主として細胞質成分を含む上清は精製水に対して透析し，細胞質
(CP) 画分とした o CE 画分の一部について，プロナーゼ消化後 1 %SDS (sodiun dodecyl sul-
fate) で処理し，可溶性となった部分は陰イオン交換樹脂を加えた精製水に対して充分透析して SDS
を除いた後， SDS-sup 画分とした。 一方 1 %SDS処理後の沈査について， さらに 4 %SDSで加熱
処理し，細胞壁の基礎構造であるペプチドグリカン (PG) を不溶性沈査として得た。他方CE画分か
ら，ブタノール一水および温フェノールー水を用いる 2 種の抽出方法によって， 2 種類の内毒素標品，




体産生に関する免疫アジュパント活性， 2) ウサギ皮膚組織に対する傷害作用， 3) (3HJ チミジン
の取り込みを指標としたモルモットの牌および胸腺リンパ球に対するマイトジェン活性， 4) (14CJ 




PG と SDS-sup画分が，マイトジェン活性では両 LPS と SDS-sup画分が，また Mçh の活性化につい
ては両 LPS と PGが，さらに補体系の活性化に関しては SDS-sup画分が，特に強い作用を示した。
各標品聞で最も明確な差異がみられたのはウサギ皮膚を傷害する作用であり CE画分は再発する多










Sepharose 6B カラムクロマトグラフィーにより 2 フラクション (Fr 1 と Fr II) に分画した。タン
パクおよびヘキソースに富む FrI は， SDS-sup直lJj が示す上述の生物学諸活性の全てを有していた。
一方主としてタンノfクから成る FrII は，補体活性化およびマイトジェン活性以外にはほとんど活性を
示さなかった。 FrI と FrII では，補体活性化の経路に違いが認められ， FrI は古典および別経路に









村西君の研究は， 1979年 new genus として提案され，歯周病の病理機序に深いかかわりあいをもつ
ことが知られている Cαpnocytophagαsp. の細胞構築成分の生物学的活性を幅広く検討したものであ
る。すなわち，全菌体をまず細胞質画分と菌表層成分とに分け，さらに菌表層成分をペプチドグリカ
ン， SD S 可溶画分に，またプタノールおよびフェノール抽出内毒素に分画し，これら各画分の免疫






以上のように村西君の業績は Cαpnocytophαga sp. が歯周の病理機序に演ずる役割を論ずる上で見
逃がすことのできない重要な知見を明らかにした優れたものであり，歯学博士の学位請求に十分値す
るものと認める。
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